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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第169期

第３四半期連結
累計期間

第170期
第３四半期連結
累計期間

第169期
第３四半期連結
会計期間

第170期
第３四半期連結
会計期間

第169期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    10月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (百万円) 37,371 38,986 14,134 14,532 50,117

経常利益 (百万円) 821 2,330 621 1,510 934

四半期(当期)純利益 (百万円) 500 1,165 372 905 558

純資産額 (百万円) ― ― 43,804 44,314 43,875

総資産額 (百万円) ― ― 61,424 62,778 61,635

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,476.791,493.971,479.19

１株当たり四半期(当
期)純利益金額

(円) 16.88 39.29 12.56 30.53 18.82

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 71.3 70.6 71.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 885 4,625 ― ― 2,344

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,948 △1,126 ― ― △2,119

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △643 △645 ― ― △681

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 13,845 17,950 15,096

従業員数 (名) ― ― 1,510 1,478 1,486

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　
３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　
４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名) 1,478　(1,575)

(注)　従業員は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名) 1,365　(1,159)

(注)　従業員は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) セグメント売上高

当第３四半期連結会計期間における売上高をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 売上高(百万円) 前年同四半期比(％)

ホテル事業 13,591 ―

不動産賃貸事業 940 ―

合計 14,532 ―

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
　

(2) 主要な事業所の収容能力及び収容実績

①　帝国ホテル本社

項目

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
  至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
  至　平成22年12月31日)

収容能力 収容実績 利用率 一日平均 収容能力 収容実績 利用率 一日平均

客室 85,745室68,277室79.6％ 743室 85,652室71,076室83.0％ 773室

食堂 113,804名376,757名3.3回転 4,095名113,804名385,403名3.4回転 4,189名

宴会 345,000名164,723名0.5回転 1,790名345,000名182,356名0.5回転 1,982名

委託食堂 50,508名61,867名1.2回転 672名 50,508名64,808名1.3回転 704名

(注) １　客室の収容能力は、客室数により算出しております。

２　食堂及び宴会の収容能力は、着席数により算出しております（宴会についてはディナー形式の着席数としてお

ります）。

　

当第３四半期連結会計期間及び前第３四半期連結会計期間の宿泊客、食事客及び宴会客の利用割合は次

のとおりであります。

項目

前第３四半期連結会計期間
( 自　平成21年10月１日
   至　平成21年12月31日)

比率（％）
当第３四半期連結会計期間
( 自　平成22年10月１日
   至　平成22年12月31日)

比率（％）

利用客数（名） 宿泊 計 利用客数（名） 宿泊 計

宿泊客 　 　 　 　 　 　

　外人客 40,61541.0　 39,19036.9　

　邦人客 58,49959.0　 67,05063.1　

小計 99,114100.015.5 106,240100.015.8

食事客 376,757　 58.8 385,403　 57.2

宴会客 164,723　 25.7 182,356　 27.0

合計 640,594― 100.0 673,999― 100.0
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②　帝国ホテル大阪

項目

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
  至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
  至　平成22年12月31日)

収容能力 収容実績 利用率 一日平均 収容能力 収容実績 利用率 一日平均

客室 35,052室27,126室77.4％ 295室 35,052室27,631室78.8％ 300室

食堂 54,280名87,933名1.6回転 956名 54,280名89,976名1.7回転 978名

宴会 242,880名99,535名0.4回転 1,082名242,880名103,413名0.4回転 1,124名

委託食堂 8,648名11,274名1.3回転 123名 9,660名13,954名1.4回転 152名

(注) １　客室の収容能力は、客室数により算出しております。

２　食堂及び宴会の収容能力は、着席数により算出しております（宴会についてはディナー形式の着席数としてお

ります）。

　

当第３四半期連結会計期間及び前第３四半期連結会計期間の宿泊客、食事客及び宴会客の利用割合は次

のとおりであります。

項目

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
  至　平成21年12月31日)

比率（％）
当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
  至　平成22年12月31日)

比率（％）

利用客数（名） 宿泊 計 利用客数（名） 宿泊 計

宿泊客 　 　 　 　 　 　

　外人客 13,59235.4　 13,37633.3　

　邦人客 24,79364.6　 26,83666.7　

小計 38,385100.017.0 40,212100.017.2

食事客 87,933　 38.9 89,976　 38.5

宴会客 99,535　 44.1 103,413　 44.3

合計 225,853― 100.0 233,601― 100.0

　

　

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、円高の進行による輸出の鈍化や個人消費の減少等

により、企業の設備投資に対する慎重な姿勢が依然続き、不安定な雇用情勢に改善の兆しも見えず、持ち

直しつつあった景気に足踏み感が生じました。

ホテル業界におきましては、年度前半頃から中国を中心とするアジアからの訪日外国人が増加したこ

となどにより客室稼働率に改善傾向が見られましたが、昨秋以降地域的な緊張感の高まり等もあり鈍化

し、厳しい経営環境が継続することとなりました。

このような経営環境のなかで当社グループは、昨年11月３日に開業120周年を迎え、「伝統は、次をひら

めく。」をスローガンに積極的な販売活動を全社的に推進してまいりました。また、同月中旬には国際的

な独立系高級ホテルのマーケティング組織である「ザ・リーディング・ホテルズ・オブ・ザ・ワール

ド」の年次総会が当社をメイン会場として27年ぶりに東京で開催され、世界の一流ホテルのオーナーや

総支配人が一同に会しました。グループ一丸となっての受け入れ態勢に高い賞賛が寄せられたことに加

え、顧客基盤拡充のまたとない機会ともなりました。

　一方、経費面におきましても、全社的なコストダウンを図るべく諸経費の削減、経費執行に際しての見直

しを徹底し、収益の改善に向け全力を注いでまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間における当社グループの売上高は前年同期比2.8％増の14,532

百万円となり、営業利益は前年同期比161.1％増の1,432百万円、経常利益は前年同期比143.0％増の1,510

百万円、四半期純利益は前年同期比143.0％増の905百万円となりました。

なお、セグメントの業績におきましては、ホテル事業の売上高は13,591百万円、営業利益は1,570百万円

となり、不動産賃貸事業の売上高は947百万円、営業利益は461百万円となりました。

　
　
(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は62,778百万円（前連結会計年度末61,635百万円）とな

り、1,142百万円増加いたしました。

(資産)

うち流動資産は22,468百万円（同19,626百万円）と、2,841百万円増加いたしました。これは営業活動

によるキャッシュ・フローの増加により現金及び預金が増加したことなどによるものであります。

固定資産は40,310百万円（同42,009百万円）となり、1,698百万円減少いたしました。これは減価償却

により有形固定資産が減少したことなどによるものであります。
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(負債)

うち流動負債は6,206百万円（同6,225百万円）と、19百万円減少いたしました。これは、未払金や賞与

引当金の減少などによるものであります。

固定負債は12,257百万円（同11,533百万円）と、723百万円増加いたしました。これは、資産除去債務会

計基準適用に伴う影響などによるものであります。

　

(純資産)

純資産は44,314百万円（同43,875百万円）と、438百万円増加いたしました。これは四半期純利益の計

上による増加や配当金の支払による減少などによるものであります。

　
　
(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は17,950百万円となり、前連結会計年度末

より2,853百万円増加いたしました。

　
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、得られた資金は、前年同期と比べ53.1％増加し2,290百万円となりました。これは主

に、税金等調整前四半期純利益や減価償却費などにより増加し、賞与引当金や売掛債権などにより減少し

たことによるものであります。

　
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、使用した資金は、前年同期と比べ74.8％減少し351百万円となりました。これは主に、

設備投資に伴う支払によるものであります。

　
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果、使用した資金は前年同期と比べ0.5％増加し290百万円となりました。これは主に、配

当金の支払によるものであります。

　
　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 96,000,000

計 96,000,000

　
② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年2月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,700,00029,700,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は50株であり
ます。

計 29,700,00029,700,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年10月１日～
平成22年12月31日

― 29,700 ― 1,485 ― 1,378

　
(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　
(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成22年9月30日現在
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区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
普通株式      31,300

― ―
（相互保有株式）
普通株式      13,000

完全議決権株式(その他) 普通株式  29,651,950 593,039 ―

単元未満株式 普通株式       3,750― ―

発行済株式総数 29,700,000 ― ―

総株主の議決権 ― 593,039 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、株式会社ニューサービスシステム所有の相互保有株式32株及び

当社所有の自己株式20株が含まれております。

　
② 【自己株式等】

平成22年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社帝国ホテル

千代田区内幸町１-１-１ 31,300 ― 31,300 0.11

（相互保有株式）
株式会社
インペリアル・キッチン

千代田区内幸町１-１-１ 10,000 ― 10,000 0.03

（相互保有株式）
株式会社
ニューサービスシステム

港区西新橋２-25-８ 3,000 ― 3,000 0.01

計 ― 44,300 ― 44,300 0.15

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】
　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 1,9702,0101,9961,9391,9742,0951,9701,9202,111

最低(円) 1,7651,8001,8501,8261,8601,9001,8361,8571,862

(注)　株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第３四半期連

結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４

月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人によ

り四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年

７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,950 14,096

売掛金 3,198 2,884

有価証券 999 999

貯蔵品 660 383

繰延税金資産 287 609

その他 393 666

貸倒引当金 △22 △14

流動資産合計 22,468 19,626

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 23,722 25,016

その他（純額） 5,584 6,164

有形固定資産合計 ※
 29,307

※
 31,180

無形固定資産 1,368 1,427

投資その他の資産 9,633 9,401

固定資産合計 40,310 42,009

資産合計 62,778 61,635

負債の部

流動負債

買掛金 1,445 1,169

未払法人税等 572 54

未払費用 1,750 1,636

前受金 737 892

賞与引当金 307 897

役員賞与引当金 36 －

その他 1,356 1,574

流動負債合計 6,206 6,225

固定負債

退職給付引当金 7,028 7,193

資産除去債務 888 －

長期預り金 4,080 4,071

その他 260 269

固定負債合計 12,257 11,533

負債合計 18,463 17,759

EDINET提出書類

株式会社帝国ホテル(E04539)

四半期報告書

12/26



(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,485 1,485

資本剰余金 1,378 1,378

利益剰余金 41,343 40,860

自己株式 △89 △88

株主資本合計 44,117 43,634

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 196 241

評価・換算差額等合計 196 241

純資産合計 44,314 43,875

負債純資産合計 62,778 61,635
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 ※１
 37,371

※１
 38,986

材料費 8,475 8,783

販売費及び一般管理費 ※２
 28,229

※２
 28,045

営業利益 665 2,157

営業外収益

受取利息 38 22

受取配当金 11 12

持分法による投資利益 29 73

その他 77 64

営業外収益合計 155 173

経常利益 821 2,330

特別損失

固定資産除却損 52 3

投資有価証券売却損 3 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 364

特別損失合計 55 368

税金等調整前四半期純利益 766 1,962

法人税、住民税及び事業税 18 565

法人税等調整額 246 232

法人税等合計 265 797

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,165

四半期純利益 500 1,165
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 14,134 14,532

材料費 3,407 3,488

販売費及び一般管理費 ※
 10,178

※
 9,611

営業利益 548 1,432

営業外収益

受取利息 11 7

受取配当金 3 2

持分法による投資利益 33 47

その他 25 21

営業外収益合計 72 78

経常利益 621 1,510

特別損失

固定資産除却損 6 －

投資有価証券売却損 3 －

特別損失合計 9 －

税金等調整前四半期純利益 611 1,510

法人税、住民税及び事業税 9 526

法人税等調整額 229 79

法人税等合計 239 605

少数株主損益調整前四半期純利益 － 905

四半期純利益 372 905
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 766 1,962

減価償却費 2,772 2,815

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 7

賞与引当金の増減額（△は減少） △848 △590

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △47 36

退職給付引当金の増減額（△は減少） △339 △165

有形固定資産除却損 52 3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 364

受取利息及び受取配当金 △49 △35

持分法による投資損益（△は益） △29 △73

売上債権の増減額（△は増加） △516 △313

たな卸資産の増減額（△は増加） △281 △276

仕入債務の増減額（△は減少） 241 276

長期未払金の増減額（△は減少） △116 △3

長期預り金の増減額（△は減少） △335 8

差入保証金の増減額（△は増加） 50 53

その他 233 525

小計 1,545 4,597

利息及び配当金の受取額 106 66

法人税等の支払額 △767 △38

営業活動によるキャッシュ・フロー 885 4,625

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,862 △823

投資有価証券の償還による収入 115 －

その他 △201 △302

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,948 △1,126

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △643 △645

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △643 △645

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,707 2,853

現金及び現金同等物の期首残高 15,552 15,096

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 13,845

※
 17,950
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

会計処理基準に関する事

項の変更

(1)「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面

の取扱い」の適用

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16

号  平成20年３月10日公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面

の取扱い」(実務対応報告第24号  平成20年３月10日)を適用しております。

これによる、当第３四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利

益に与える影響はありません。

 

(2)「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基

準第18号  平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

(企業会計基準適用指針第21号  平成20年３月31日)を適用しております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ55百万

円減少し、税金等調整前四半期純利益は420百万円減少しております。

　また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は877百万円でありま

す。
 

　

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第３四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第３四半期連結会計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

一般債権の貸倒見積高の算
定方法

　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと
著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸
倒見積高を算定しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　　94,184百万円 ※　有形固定資産の減価償却累計額　　91,310百万円

　
　
(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
   至  平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年12月31日)

※１　当社グループが営むホテル事業は、第１四半期及び

第３四半期に宿泊及び宴会需要が強く、売上高が多

く計上される傾向があります。
 

※１　同左

※２　販売費及び一般管理費の主なもの

人件費 11,741百万円

減価償却費 2,772  〃

業務委託費 2,344  〃

賃借料 2,275  〃

賞与引当金繰入額 307  〃

退職給付費用 946  〃

※２　販売費及び一般管理費の主なもの

人件費 11,515百万円

減価償却費 2,815  〃

業務委託費 2,528  〃

賃借料 2,368  〃

賞与引当金繰入額 307  〃

退職給付費用 912  〃

　
第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日 
  至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日 
  至  平成22年12月31日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

人件費 4,439百万円

減価償却費 935  〃

業務委託費 810  〃

賃借料 769  〃

賞与引当金繰入額 307  〃

退職給付費用 316  〃

※　販売費及び一般管理費の主なもの

人件費 4,335百万円

減価償却費 925  〃

業務委託費 880  〃

賃借料 789  〃

賞与引当金繰入額 307  〃

退職給付費用 305  〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
  至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年12月31日)

※　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係（平成21年12月31日現在）

現金及び預金 12,845百万円

有価証券 999  〃

現金及び現金同等物     13,845百万円
 

※　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係（平成22年12月31日現在）

現金及び預金 16,950百万円

有価証券 999  〃

現金及び現金同等物 17,950百万円

　
　
(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月

１日　至　平成22年12月31日)
　

１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 29,700,000

　

２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 37,862

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日
定時株主総会

普通株式 356 12平成22年３月31日平成22年６月25日 利益剰余金

平成22年10月28日
取締役会

普通株式 326 11平成22年９月30日平成22年12月６日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社帝国ホテル(E04539)

四半期報告書

19/26



(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　
ホテル事業
(百万円)

不動産賃貸事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

　売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

12,657 1,476 14,134 ― 14,134

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― 6 6 (6) ―

計 12,657 1,483 14,140 (6) 14,134

　営業利益 218 927 1,146 (597) 548

(注) １　事業区分は内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

　　　①ホテル事業　　………　ホテル事業及びこれに附帯する業務

　　　②不動産賃貸事業　……　事務所及び店舗の賃貸

　
　

前第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　
ホテル事業
(百万円)

不動産賃貸事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

　売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

32,904 4,466 37,371 ― 37,371

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― 19 19 (19) ―

計 32,904 4,486 37,390 (19) 37,371

　営業利益又は営業損失(△) △549 2,919 2,369 (1,703) 665

(注) １　事業区分は内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

　　　①ホテル事業　　………　ホテル事業及びこれに附帯する業務

　　　②不動産賃貸事業　……　事務所及び店舗の賃貸

　

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計期

間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　在外連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　
　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計期

間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

  平成20年３月21日)を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。

当社グループは、「ホテル事業」及び「不動産賃貸事業」の事業を営んでおります。

「ホテル事業」は、ホテル事業及びこれに付帯する業務(委託食堂等を含む)をしており、「不動産賃貸事

業」は、事業所及び店舗の賃貸管理業務をしております。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 (単位：百万円)

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

ホテル事業 不動産賃貸事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 36,132 2,854 38,986 ― 38,986

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 19 19 △19 ―

計 36,132 2,874 39,006 △19 38,986

セグメント利益 2,075 1,493 3,569 △1,411 2,157

(注) １ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であります。全社費用は、

  主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

     ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 (単位：百万円)

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

ホテル事業 不動産賃貸事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 13,591 940 14,532 ― 14,532

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 6 6 △6 ―

計 13,591 947 14,538 △6 14,532

セグメント利益 1,570 461 2,032 △599 1,432

(注) １ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であります。全社費用は、

  主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

     ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額
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当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 1,493円97銭
　

　 1,479円19銭
　

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 44,314 43,875

普通株式に係る純資産額(百万円) 44,314 43,875

差額の主な内訳(百万円) ― ―

普通株式の発行済株式数(千株) 29,700 29,700

普通株式の自己株式数(千株) 37 37

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数
(千株)

29,662 29,662

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

　
第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 16円88銭
　

１株当たり四半期純利益金額 39円29銭
　

　

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

     ２ １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 500 1,165

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 500 1,165

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 29,662 29,662
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第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 12円56銭
　

１株当たり四半期純利益金額 30円53銭
　

　

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（百万円) 372 905

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 372 905

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 29,662 29,662

　
　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
　

　

２ 【その他】

第170期(平成22年４月１日から平成23年３月31日まで)中間配当については、平成22年10月28日開催の取

締役会において、平成22年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議し、配当を行っております。

①  配当金の総額                                  326百万円

②  １株当たりの金額                               11円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成22年12月６日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月10日

株式会社帝国ホテル

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

　
指 定 社 員
業務執行社員

　
 
公認会計士    村    尾          裕    印

　
　

指 定 社 員
業務執行社員

　
 
公認会計士    田    嶋    俊    朗    印

　
　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社帝国ホテルの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社帝国ホテル及び連結子会社の平成21

年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月９日

株式会社帝国ホテル

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    村    尾          裕    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　田　　嶋　　俊　　朗　　印

　
　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社帝国ホテルの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社帝国ホテル及び連結子会社の平成22

年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四

半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指

針」を適用している。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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